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国語

・国語の力と得点は相関しない。記述問題は全く出来ないの
に正解を探し出すマーク問題なら学習の進め方次第で解ける
ようになる。「どうせ…」と諦めていても始まらない。
しかし、勉強を始めても教科に費やした時間とともに、正比
例のように成績が伸びることはない。国語では、ある時を境
に急に国語の得点は伸びる。そして、一度その要領を得ると
受験まで学力は落ちることはない。
その為には、その時が来ることを信じて努力するしか方法は
ない。

トライ模試 トライ模試 トライ模試

・国公立を狙いたいが、現状では、判定がD・E
・志望校は決まっていないが国公立に進学希望
・センター試験対策について不安がある

志望校について、
①ご本人の現状学力
②受験の科目・配点
①②を分析の上、合格の為に必要な指導時間を割り
出し、具体的な目標を持って指導を行います。
また、1月のセンター試験での実際の点数を元に、
二次試験の必要点数を割り出し、最後の追い込みを
かけます。

英語

・80 分で計2,000 語以上を読み，50 を超える問題に解
答しなくてはならないので，速読速解力の養成のために，標
準的なレベルの英文を数多く読んでおきたい。
・文法・語法の知識はすべての基本なので，問題集を利用し
て早めの対策を心がける事。
・発音・アクセント関連の問題は，問題集を利用する他に，
日頃の学習の中でも発音・アクセントを意識する習慣をつけ
ておくとよい。特に，日本語と英語で発音・アクセントの異
なるものは注意して学習すること。全ての国公立大学可能です！
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基礎学力の確認・苦手克服を行
います。
中学生と違い、勉強の質（中
身）について、レベルを上げな
ければなりません。大学受験に
対しての学力作りとして、勉強
の仕方も感覚を変えないといけ
ません。

また自分の学習パターンが変わ
ります。ペースを乱さないよう
に、勉強時間を確保していただ
きます。

*センター試験過去問にて、
超難関国公立であれば、9割。
難関国公立であれば、8割。
中堅国公立であれば、7割。
の得点力が目安となります。
（上記はおおよその目安で
す。）
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学習のポイント
英語：新しい単語を確実に覚える。文法事項も
なんとなくではなく、確実に深く。

社会

・歴史は「流れ」をおさえることが大事。教科書を読み、お
おまかな流れをおさえる。そして、サブノートにまとめなが
ら、細かいことがらを肉付けしていく。
・地理は統計表・グラフ・地図などを利用した統計資料問題
が中心になり、統計資料問題では、地理的知識を基礎にして
資料読解力を用いて解く「地理的な考え方」が要求される
が、最低限の基礎知識を身につけておくことが必要。
・教科書（もしくは解説の詳しい参考書）をベースに、サブ
ノートなどを併用して基本的知識を身につけ、問題集で問題
演習を行く。時事対策も欠かせない。

数学

・ 教科書の章末問題レベルだが、時間の割に量が多く、数
学が得意な人でも失敗することもある。
・素早く方針を定め、正確に計算する力、マークシート問題
に慣れておくこと(誘導を読み取る力、図をかいて答えを予
測する力、穴の形から答えを予測する力など)が重要。時間
の余裕があまりない上にやや難しめの出題が続いているの
で、実戦的演習で処理力を鍛えておきたい。

理科

・物理は、教科書や参考書を読んだだけでは問題が解けるようには
ならないので、とにかく問題演習に取り組みたい。
・生物は、センター試験では知識問題が約５割、考察問題が約５
割。個別試験は大学によって異なるものの、多くの大学では知識問
題も考察問題も適度に得点して初めて合格点に達する。　　　・地
学は、勉強時間について，センター試験Iは「知識問題」重視なの
で，できるだけ毎日勉強するようすすめる。10分や15分でもよい
ので，毎日地学の勉強をするように。
・化学は、基礎力が不十分だと応用力は養えないので、焦らずに、
まずは基礎力を確実に養成したい。

国公立大学合格コース（高1・2）
学力確認 単元別強化 定期試験対策

◎ 年間スケジュール

トライの夏特訓 冬特訓 学年末対策定期試験対策

学習習慣改善

・現状学力の確認

⇒３教科の単元別詳細ま

で

・学習習慣の改善

⇒学習の意識・習慣改革

・苦手単元

⇒夏休み中に苦手は克服

学校の進度・定期テストでの習熟度

チェックは１・２年生については必

要不可欠。

後々、推薦などに有利になるので、

内申点稼ぎという観点でも重要です。

休み明けからは、学校に行きながら、部活との

両立等を考え、それぞれに合った習慣を作りま

短いですが、

ポイントを絞

り、短期特訓

を行います。

最後は、きち

んと締めくく

りましょう。

◎ こういう生徒にお勧め！ ◎ 指導の進め方

◎国公立大学入試コース センター対策ポイント

◎ 対象大学

実力試験対策


